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三木 勉

印
刷
部
数
11
万
1
9
0
0
部

東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
第
七
三
回
定
期
大
会

を
組
合
規
約
第
一
五
条
の
規
定
に
も
と
づ
き
、
次

の
と
お
り
召
集
し
ま
す
。

中
央
執
行
委
員
長

松
丸

一
雄

日

時

二
〇
二
〇
年
三
月
一
五
日
（
日
）
、

一
六
日
（
月
）

会

場

群
馬
県
・
磯
部
ガ
ー
デ
ン

代
議
員

代
議
員
選
挙
告
示
の
と
お
り

代
議
員
選
挙
告
示

東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
規
約
第
一
五
条
お
よ

び
、
東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
大
会
代
議
員
選
挙

規
定
に
も
と
づ
き
、
第
七
三
回
定
期
大
会
代
議
員

選
挙
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
告
示
し
ま
す
。

第
七
三
回
定
期
大
会
代
議
員
選
挙

本
部
代
議
員
選
挙
管
理
委
員
長

栗
木

末
藏

〈
代
議
員
定
数
〉

二
〇
一
九
年
一
二
月
末
組
合
員
数
を
基
準
に
、

各
支
部
ご
と
に
四
〇
〇
人
に
一
人
（
端
数
は
二
〇

〇
人
以
上
は
一
人
を
追
加
し
、
二
〇
〇
人
未
満
は

切
り
捨
て
ま
す
）と
基
礎
代
議
員
一
人
と
し
ま
す
。

※
詳
細
は
支
部
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

西
東
京
支
部
で
は
1
月
21
日
と

22
日
の
2
日
間
、
事
業
所
訪
問
を

行
な
い
ま
し
た
。
22
日
の
行
動
で

は
支
部
組
織
部
長
の
本
間
副
委
員

長
と
石
島
書
記
次
長
で
2
カ
所
の

事
業
所
を
訪
問
。
2
月
に
開
催
す

る
上
級
救
命
講
習
会
の
案
内
や
土

建
タ
イ
ム
ス
№
7
の
貼
り
出
し
、

組
合
員
拡
大
の
お
願
い
を
し
て
き

ま
し
た
。

初
め
に
訪
問
し
た
㈱
グ
ロ
ー
ア

ッ
プ
は
本
間
さ
ん
の
古
い
知
り
合

い
の
会
社
で
す
。
あ
い
に
く
社
長

の
武
井
さ
ん
は
不
在
で
し
た
が
、

奥
さ
ん
が
話
を
聞
い
て
く
れ
ま
し

た
。仕
事
は
い
く
ら
で
も
あ
る
が
、

人
が
少
な
く
て
こ
な
せ
な
い
状
況

と
の
こ
と
。
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
は
社
員

全
員
が
登
録
し
て
お
り
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
の
カ
ー
ド
が
、
免
許
証
や
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
を
持
っ
て

い
な
い
社
員
の
身
分
証
明
書
と
し

て
現
場
入
場
の
際
に
使
え
る
の
で

重
宝
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

次
に
訪
問
し
た
㈱
グ
レ
ー
ト
で

は
、
社
長
の
本
田
さ
ん
と
千
葉
の

台
風
被
害
が
話
題
に
。
本
間
さ
ん

と
石
島
さ
ん
が
現
地
で
シ
ー
ト
掛

け
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
な
っ
た

こ
と
を
伝
え
る
と
、
千
葉
に
家
を

も
つ
本
田
さ
ん
は
被
害
が
古
い
家

に
集
中
し
て
い
た
よ
う
だ
と
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。仕
事
は
忙
し
く
、

ガ
ー
ド
マ
ン
も
見
つ
か
ら
な
い

と
、
誘
導
棒
を
振
り
な
が
ら
苦
笑

い
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

拡
大
行
動
で
は
昨
年
の
秋
か
ら

支
部
四
役
が
2
つ
の
分
会
の
オ
ル

グ
を
担
当
。
8
分
会
を
4
人
で
み

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
群
の
状

況
も
よ
り
詳
し
く
分
か
る
よ
う

に
。「
若
い
人
は
群
に
い
る
」と
本

間
さ
ん
。
組
織
確
立
強
化
へ
の
意

気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

本間さん（左）と武井さんでタイムスを貼り出し

2
0
1
9
年
度
の
拡
大
運
動
の

数
値
到
達
は
、
2
0
2
0
年
1
月

組
織
人
員
11
万
3
6
3
2
人
（
前

年
1
月
比
で
6
5
0
人
減
）
と
実

増
率
0
・
57
％
減
と
な
り
ま
し
た
。

全
都
で
は
年
間
拡
大
率
12
％
目
標

を
達
成
し
19
支
部
で
も
達
成
。
実

増
支
部
は
16
支
部
で
、
う
ち
8
支

部
が
1
％
以
上
の
実
増
を
勝
ち
取

り
ま
し
た
。
2
0
1
9
年
は
3
つ

の
組
織
活
動
か
ら
派
生
し
た
新
3

つ
の
組
織
活
動
（
群
・
分
会
の
活

性
強
化
と
後
継
者
育
成
、
地
域
事

業
所
組
織
化
、
現
場
従
事
者
組
織

化
）の
発
展
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

基
礎
組
織
の
活
性
強
化
へ
、
多

く
の
支
部
で
群
の
実
態
把
握
が
進

み
、
克
服
に
向
け
群
会
議
オ
ル
グ

が
広
が
り
、
ベ
テ
ラ
ン
役
員
・
活

動
家
が
後
継
者
世
代
の
出
番
づ
く

り
を
進
め
、
活
動
を
全
世
代
で
サ

ポ
ー
ト
し
拡
大
運
動
の
大
き
な
力

が
発
揮
さ
れ
、
運
動
の
担
い
手
づ

く
り
が
行
な
わ
れ
、
地
域
事
業
所

組
織
化
で
は
「
土
建
タ
イ
ム
ス
」

を
対
話
の
切
り
口
か
ら
、
分
会
と

事
業
所
を
つ
な
ぐ
対
策
員
と
連
絡

員
が
事
業
所
の
要
求
を
引
き
出

し
、
運
動
の
当
事
者
へ
の
展
望
を

切
り
開
き
、
現
場
従
事
者
組
織
化

で
は
、
地
域
・
現
場
で
仲
間
の
活

動
が
広
域
化
し
、
従
事
者
の
悩
み

・
現
場
問
題
が
寄
せ
ら
れ
、
多
数

派
獲
得
の
実
践
が
広
が
り
ま
し

た
。
全
て
の
拡
大
運
動
は
組
織
づ

く
り
に
つ
な
が
り
、
そ
の
運
動
を

支
え
る
に
も
基
礎
組
織
（
分
会
・

群
）
の
活
性
強
化
が
重
要
で
す
。

春
一
番
拡
大
は
年
間
目
標
と
組

織
増
勢
の
土
台
を
築
く
重
要
な
取

り
組
み
に
な
り
ま
す
。
全
都
目
標

は
1
月
か
ら
3
月
の
期
間
で
1
月

現
勢
の
2
・
5
％
を
め
ざ
し
ま
す
。

2
月
機
関
会
議
で
は
目
標
達
成
の

構
え
を
つ
く
り
、
行
動
体
制
・
計

画
を
い
ち
早
く
確
立
し
ま
す
。

春
一
番
の
時
期
に
は
税
金
相
談

や
分
会
総
会
、
保
険
証
交
付
会
な

ど
仲
間
と
つ
な
が
る
機
会
が
増
え

ま
す
。
仲
間
と
の
訪
問
対
話
を
基

本
に
、
仲
間
が
大
勢
集
ま
る
機
会

を
活
か
し
た
取
り
組
み
を
お
願
い

し
ま
す
。
本
・
支
部
一
丸
と
な
り

目
標
達
成
に
団
結
し
、
1
％
以
上

の
組
織
実
増
へ
の
足
掛
か
り
を
全

都
で
繰
り
広
げ
ま
し
ょ
う
。

檜山組織部長

公
共
サ
ー

ビ
ス
・
公
共

調
達
に
関
わ

る
す
べ
て
の

勤
労
者
へ
の

政
策
充
実
を

求
め
る
自
治

体
懇
談
（
自

治
体
キ
ャ
ラ

バ
ン
）
が
1

月
17
日
か
ら

開
始
さ
れ
ま

し
た
。
東
京

土
建
か
ら
の

参
加
者
は
公

契
約
適
正
化
、
公
共
工
事
な
ど
の

課
題
で
懇
談
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

1
月
27
日
の
昭
島
市
と
の
懇
談

で
、
市
で
は
実
効
性
が
担
保
で
き

な
い
の
で
公
契
約
条
例
の
検
討
を

し
な
い
と
の
回
答
に
、
多
摩
西
部

支
部
の
鶴
岡
さ
ん
は
「
市
の
入
札

の
単
価
が
他
の
市
と
比
べ
て
良
い

の
に
対
し
、
市
内
の
現
場
の
賃
金

は
1
万
円
台
が
多
い
。
公
契
約
が

あ
れ
ば
こ
れ
が
変
わ
る
。
こ
の
ま

ま
で
は
日
本
か
ら
建
設
従
事
者
が

い
な
く
な
る
。
そ
う
い
う
危
機
感

を
持
っ
て
い
る
」
と
条
例
制
定
を

要
望
し
ま
し
た
。

現場の実態を訴える鶴岡さん

■
長
野
県
の
あ

る
ス
キ
ー
場
は
今

シ
ー
ズ
ン
の
営
業

を
取
り
や
め
た
。

そ
の
理
由
は
記
録

的
な
雪
不
足
で
は
な
く
、
台
風

19
号
に
よ
る
被
害
の
復
旧
工
事

が
オ
ー
プ
ン
に
間
に
合
わ
な
い

た
め
で
あ
っ
た
。
県
内
の
被
害

は
千
曲
川
の
氾
濫
ば
か
り
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
た
が
、

山
地
や
高
原
で
も
相
当
な
被
害

が
出
て
い
た
。
地
球
温
暖
化
で

こ
れ
か
ら
毎
年
、
こ
う
し
た
被

害
が
続
く
の
だ
ろ
う
か
。

■
本
気
で
温
暖
化
対
策
に
取

り
組
ま
な
い
日
本
は
、
昨
年
12

月
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
25
で
「
化
石
賞
」

を
2
度
も
受
賞
。
そ
の
た
め
だ

ろ
う
か
、
小
泉
環
境
相
は
ベ
ト

ナ
ム
の
石
炭
火
力
発
電
所
の
建

設
に
反
対
の
立
場
を
表
明
し
た

が
、
石
炭
火
力
に
依
存
し
続
け

る
日
本
へ
の
国
際
社
会
か
ら
の

批
判
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
。

■
グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ン
ベ
リ
さ

ん
は
、ダ
ボ
ス
会
議
で「
地
球
温

暖
化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
は

経
済
学
の
単
位
を
取
得
し
て
な

く
て
も
わ
か
る
」
と
米
財
務
長

官
に
反
論
。
経
済
学
を
持
ち
出

し
て
ま
で
自
国
第
一
主
義
を
擁

護
す
る
こ
と
は
、
も
は
や
通
用

し
な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

■
米
科
学
誌
の
「
原
子
力
科

学
者
会
報
」
は
、
終
末
時
計
の

針
を
世
界
滅
亡
を
表
す
午
前
0

時
ま
で
の
残
り
1
0
0
分
前
ま

で
に
進
め
た
と
発
表
。
崩
壊
寸

前
の
イ
ラ
ン
核
合
意
や
米
ロ
中

距
離
核
戦
力
全
廃
条
約
の
失
効

に
加
え
て
、
地
球
温
暖
化
の
脅

威
を
理
由
と
し
て
あ
げ
た
。
こ

の
危
機
感
を
世
界
で
共
有
し
て

対
処
し
て
い
か
な
け
れ
ば
私
た

ち
の
未
来
は
な
い
。

公契約、就労課題に

「
仕
事
は
あ
る
が
人
手
が
な
い
」

自治体キャラバン始まる

西東京

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
も
話
の
タ
ネ
に

つ
な
が
り
捉
え
て
目
標
へ

檜
山
組
織
部
長
の
拡
大
の
訴
え

東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
第
七
三
回
定
期
大
会

被
災
者
支
援
の

拡
充
求
め
る
署
名

東
京
災
対
連
の
「
被
災
者
の
生

活
再
建
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
請

願
署
名
」
へ
ご
協
力
を
。
台
風
で

被
災
し
た
方
の
切
実
な
声
や
私
た

ち
の
運
動
で
政
府
が
動
い
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
支
援
策
を
広
げ
さ
せ

ま
す
。3
月
ま
で
取
り
組
み
ま
す
。


